
かすが会ニュースＮｏ50 号       2011 年 7 月 24 日（日） （1） 

 
 

   

 

 

 

 

 

 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     発行：かすが会広報室 （ｔｅｌ：04-7185-1911 春日や内） 

Ｎｏ.50 

 

日本酒を愛する人の 
  

  

中
止
の
経
過
報
告 

か
す
が
会
会
長 

金
子 

昌
也 

３
月
１１
日
１４
時
４６
分
、
東
北

地
方
太
平
洋
沖
を
震
源
と
し
、
過

去
最
大
規
模
の
Ｍ
９
を
超
え
る
巨

大
地
震
が
発
生
し
、
揺
れ
に
よ
る

大
き
な
被
害
と
共
に
、
そ
の
後
発

生
し
た
巨
大
津
波
が
東
北
か
ら
関

東
ま
で
の
広
い
範
囲
の
海
岸
線
を

襲
い
、
人
や
家
屋
を
初
め
と
し
て

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
奪
い
去
る
と
い

う
甚
大
な
被
害
が
発
生
致
し
ま
し

た
。 

 
遠
く
離
れ
た
関
東
で
も
、
液
状

化
現
象
に
よ
り
家
屋
の
倒
壊
や
地

下
埋
設
物
に
多
く
の
被
害
が
出
て
、

未
だ
復
旧
出
来
な
い
地
区
も
多
い

と
聞
き
ま
す
。 

警
察
庁
の
被
害
状
況
資
料
に
は
、

６
月
５
日
現
在
で
死
者
が
１
５
３

６
５
人
、
行
方
不
明
者
が
８
２
０

６
人
、
避
難
者
が
９
８
５
０
５
人

と
い
う
驚
愕
の
数
字
が
並
ん
で
い

ま
す
。 

更
に
加
え
て
地
震
と
津
波
の

影
響
に
よ
り
、
福
島
原
子
力
発
電

所
で
水
素
爆
発
や
炉
心
溶
融
と
い

う
大
事
故
が
誘
発
さ
れ
、
大
量
の

放
射
能
が
環
境
に
放
出
さ
れ
て
汚
染
が

広
が
り
、
多
く
の
方
々
が
避
難
生
活
を
強

い
ら
れ
る
と
い
う
、
前
代
未
聞
の
事
態
を

引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。 

大
震
災
の
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
、
並

び
に
そ
の
ご
遺
族
、
そ
し
て
様
々
な
被
害

に
遭
遇
さ
れ
た
多
く
の
皆
様
に
、
心
か
ら

哀
悼
の
意
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。 こ

の
様
な
非
常
事
態
発
生
に
鑑
み
、
か

す
が
会
で
は
３
月
２７
日
に
予
定
し
て
準

備
を
進
め
て
来
た
「
か
す
が
会
総
会
」
と

「
平
成
２３
年
度
第
一
回
例
会
」
を
中
止
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

既
に
参
加
申
込
者
が
約
１
０
０
人
、
出

品
酒
も
２０
種
を
越
え
る
状
況
で
し
た
が
、

こ
の
お
酒
は
７
月
例
会
に
生
か
す
べ
く
、

蔵
元
会
員
の
皆
様
に
は
保
管
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
の
で
、
７
月
例
会
に
ご
期
待

下
さ
い
。 

 

会
員
蔵
の
被
害
状
況 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
東
北
地
方
か

ら
関
東
ま
で
多
く
の
日
本
酒
蔵
元
で
被

害
が
発
生
し
、
特
に
震
源
に
近
い
東
北
の

太
平
洋
側
の
蔵
元
で
は
、
蔵
や
家
屋
等
の

建
物
が
使
用
不
能
に
な
り
、
仕
込
み
中
の

お
酒
の
流
失
、
大
量
の
瓶
の
破
損
、
敷
地

の
変
形
、
諸
設
備
の
故
障
、
等
々
大
き
な

影
響
が
出
て
い
ま
す
。 

 

関
東
で
は
液
状
化
の
影
響
で
家
屋
や

設
備
が
傾
い
た
り
、
上
下
水
道
が
使
え
な

く
な
っ
た
り
す
る
被
害
が
目
立
ち
ま
す
。 

 

地
区
に
よ
り
、
ま
た
個
々
の
立
地
条
件

に
よ
り
、
被
害
の
程
度
は
様
々
で
す
が
、

中
に
は
再
出
発
が
難
し
い
の
で
は
と
危

惧
さ
れ
る
程
厳
し
い
状
況
の
蔵
元
も
有

る
よ
う
で
す
。 

各
県
の
酒
造
組
合
の
公
表
資
料
に
依

れ
ば
、
「
か
す
が
会
蔵
元
会
員
」
の
被
害

状
況
は
次
の
通
り
で
す
が
、
幸
い
な
事
に

甚
大
な
被
害
は
無
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

（
見
落
と
し
が
有
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

他
に
被
害
の
無
い
事
を
願
っ
て
い
ま
す
） 

日
高
見 

㈱
平
考
酒
造 

津
波
は
ふ
く
ら
は
ぎ
程
度
ま
で
冠
水
、
冷

蔵
貯
蔵
庫
壊
れ
中
の
酒
の
被
害
大
、
余
震

に
よ
り
製
品
の
破
損
発
生
。 

月
の
井 

月
の
井
酒
造
㈱ 

土
壁
に
ヒ
ビ
、
タ
ン
ク
異
常
な
し
、 

店
頭
商
品
一
部
破
損
。 

愛
友 

愛
友
酒
造
㈱ 

事
務
所
と
蔵
の
壁
に
多
数
の
ひ
び
割
れ
、 

瓦
の
崩
落
、
商
品
も
僅
か
に
破
損
。 

稲
花
正
宗 

稲
花
酒
造
㈱ 

煙
突
の
上
部
倒
壊
、
土
蔵
の
壁
に
ヒ
ビ
。 

東 

薫 

東
薫
酒
造
㈱ 

屋
根
瓦
が
大
き
く
破
壊
、
設
備
機
械
類
及 

び
酒
は
問
題
無
し
。 

 

平 成 2 3 年 度   

第 1 回例会（報告） 

第１回例会は中止しました。 
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平成 23年度第２回例会 

「熟成新酒を楽しむ会」 

７
月
例
会
の
企
画 

 

本
年
３
月
に
「
搾
り
た
て
の
新

酒
を
楽
し
む
会
」
を
企
画
し
ま
し

た
と
こ
ろ
多
数
の
会
員
蔵
元
様
か

ら
出
品
の
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
第
１
回
例
会
は
東
日
本

大
震
災
の
為
に
中
止
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

（
出
品
酒
は
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

出
品
酒
は
春
日
や
の
氷
温
冷
蔵
庫

や
、
蔵
元
の
蔵
内
で
約
４
ヶ
月
間
じ
っ
く

り
と
熟
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

                 

 

第
２
回
例
会
は
「
熟
成
新
酒
を
楽
し

む
会
」
と
し
て
こ
の
熟
成
さ
れ
た
新
酒

を
試
飲
し
ま
す
。
搾
り
た
て
の
新
酒
は

麹
独
特
の
甘
い
香
り
、
と
ろ
り
と
し
た

濃
厚
な
味
わ
い
と
舌
先
に
ピ
リ
ピ
リ

し
た
荒
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
が
、
時
間

と
共
に
落
ち
着
い
た
味
わ
い
に
ま
と

ま
っ
て
き
ま
す
。 

従
来
、
日
本
酒
は
冬
場
の
寒
い
時
期
に

造
っ
て
秋
ま
で
蔵
内
で
熟
成
さ
せ
、
冷
た

い
秋
風
が
吹
く
頃
に
出
荷
し
て
い
ま
し

た
。
熟
成
さ
せ
る
こ
と
で
ば
ら
ば
ら
と
し

た
荒
い
味
を
落
ち
着
か
せ
、
深
み
の
あ
る

旨
酒
に
し
ま
す
。
ボ
ー
ジ
ョ
レ
ー
ヌ
ー
ボ

ー
の
よ
う
な
早
飲
み
ワ
イ
ン
も
あ
り
ま

す
が
高
品
質
の
ワ
イ
ン
は
数
年
熟
成
さ

せ
て
か
ら
出
荷
し
て
い
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
は
毎
年
「
搾
り
た
て
の

新
酒
を
楽
し
む
会
」
で
搾
り
た
て
の
素
晴

ら
し
さ
を
味
わ
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す

が
、
今
回
は
熟
成
さ
れ
た
新
酒
を
鈴
木
屋

本
店
の
老
舗
の
料
理
と
共
に
じ
っ
く
り

と
味
わ
っ
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。 

 

全
国
新
酒
鑑
評
会 

 

日
本
で
唯
一
の
お
酒
に
関
す
る
国
の

研
究
機
関
で
あ
る
「
酒
類
総
合
研
究
所
」

で
は
毎
年
、
全
国
新
酒
鑑
評
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。 

明
治
４４
年
の
第
１
回
開
催
以
来
、
今
年

で
通
算
９９
回
と
な
り
ま
す
。
本
鑑
評
会
は
、

そ
の
年
に
製
造
さ
れ
た
清
酒
を
全
国
的

な
規
模
で
調
査
・
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、

製
造
技
術
と
酒
質
の
現
状
及
び
動
向
を

明
ら
か
に
し
、
も
っ
て
清
酒
の
品
質
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
全
国
規
模
で
開
催
さ
れ
る
唯

一
の
清
酒
鑑
評
会
で
、
製
造
技
術
と
品
質

の
向
上
に
果
た
す
役
割
は
極
め
て
大
き

い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
の
表
は
、

か
す
が
会
会
員
蔵
元
の
入
賞
酒
で
す
。 

本
年
は
８
７
５
点
が
出
品
さ
れ
予
審

（
４
月
２０
日
～
２２
日
）
、
決
審
（
５
月
１０

日
～
１１
日
）
を
経
て
４
３
７
点
が
入
賞
酒

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
賞
酒
の
中
で
特
に

優
秀
と
認
め
ら
れ
た
２
４
４
点
が
金
賞

酒
と
な
り
ま
し
た
。 

同
研
究
所
の
総

評
で
２２
Ｂ
Ｙ
は
、
猛

暑
に
よ
る
原
料
米

の
硬
さ
に
酒
造
最

盛
期
の
冷
え
込
み

が
重
な
り
、
更
に
は

東
日
本
大
震
災
で

酒
造
り
に
は
厳
し

い
年
で
し
た
。 

今
年
か
ら
山
田

錦
の
使
用
割
合
に

よ
る
区
分
制
が
廃

止
に
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で

被
災
さ
れ
た
県
か

ら
前
年
並
み
の
出

品
が
あ
り
幾
多
の

苦
難
を
乗
り
越
え
て
出
品
さ
れ
た
こ
と

に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
出
品
酒
の
品

質
で
、
味
は
米
質
が
硬
い
と
甘
味
が
減
っ

て
渋
味
や
苦
味
が
出
や
す
く
な
り
味
の

バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
が
モ
ロ
ミ
の
適
切
な
温
度
管
理
で
克

服
し
て
い
ま
す
。
香
り
は
カ
プ
ロ
ン
酸
エ

ス
テ
ル
の
平
均
濃
度
が
若
干
低
く
な
っ

て
官
能
的
に
穏
や
か
に
感
じ
ら
れ
る
と

評
し
て
い
ま
す
。 

２２ＢＹ　全国新酒鑑評会　かすが会蔵元の入賞酒
県 銘柄 蔵元 金賞 銀賞

青森 八鶴 八戸酒類㈱ ○
宮城 新開 ㈱平孝酒造 ○

天の戸 浅舞酒造㈱ ○
まんさくの花 日の丸醸造㈱ ○
出羽鶴 秋田清酒㈱ ○
福小町 ﾅｼｮﾅﾙ物産㈱ ○
出羽桜 出羽桜酒造㈱ ○
辨天 （資）後藤酒造店 ○
大和川 （資)大和川酒造店 ○
開當当男山 開当男山酒造 ○
愛友 愛友酒造㈱ ○
月の井 ㈱月の井酒造店 ○
東力士 ㈱島崎酒造 ○
天鷹 天鷹酒造㈱ ○
誉麒麟 下越酒造㈱ ○
越路乃紅梅 頚城酒造㈱ ○
八海山 八海醸造㈱ ○
長陵 高橋酒造㈱ ○
稲花正宗 稲花酒造㈲ ○
東薫 東薫酒造㈱ ○
若鶴 若鶴酒造㈱ ○
銀盤 銀盤酒造㈱ ○

石川 天狗舞 ㈱車多酒造 ○
鳥取 千代むすび 千代むすび酒造㈱ ○

栃木

新潟

千葉

富山

秋田

山形

福島

茨城

昨年（2010-3-11）の「搾りたての新酒を楽しむ会」では、 

30 社・35 銘柄が出品されました。参加者はメモを取りながら

試飲。その後、鈴木屋本店の料理と共にじっくり味わいました。 
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かすが会 平成２３年７月例会「熟成新酒を楽しむ会」出品酒リスト（暫定版） 

 下記リストは、本年３月に蔵元会員様から３月例会に出品予定と連絡のあった出品酒リストです。 

蔵元様から出品の連絡が有る前に「中止宣言」しました関係で未回答の蔵元様がおられますので、７月例会時は

さらに追加されるものと思われます。また、諸事情で下記の出品酒は変更となる場合があります。 

出品酒の一部は３月より春日やの氷温冷蔵庫で保管中ですが、大部分は蔵元の蔵内で熟成中です。 

搾ってから約４ヶ月経過しておりますのでどの様に変化しているかが楽しみです。 

Ｎｏ 銘柄 蔵元 出品酒 原料米・麹 原料米・掛 使用酵母 ｱﾙｺｰﾙ 酒度 酸度 ｱﾐﾉ酸度 市販 容量

1 まんさくの花 日の丸醸造㈱ まんさくの花　特別純米　槽しずく 吟の精（55％） 吟の精（55％） Ｋ－９ 17.5 ＋3 1.6 1.5 2,730 1,800

2 出羽鶴 秋田清酒㈱ 出羽鶴純米吟醸　袋吊り雫 山田錦（50％） 山田錦（50％） AK-1 15.8 ＋4 1.4 0.9 1,890 720

3 栄光冨士 冨士酒造㈱ 栄光富士 朝顔ラベル 山田錦（50％） 美山錦（50％） Ｋ－10 15.5 ＋2 1.4 1.0 3,460 1,800

4 出羽桜 出羽桜酒造㈱ 鑑評会出品酒 山田錦（35％） 山田錦（35％） 山形酵母 ・ ・ ・ ・ 非売品 1,800

5 開当男山 開当男山酒造 開当男山鑑評会出品用生酒 山田錦（35％） 山田錦（35％） ・・・・・ 16.2 ＋5 1.1 0.9 非売品 1,800

6 東力士 ㈱島崎酒造 純米吟醸　無濾過生原酒 W酵母仕込 山田錦（55％） 山田錦（55％） M-310（小川酵母） 16～16.9 ±0 1.5 1.3 3,150 1,800

7 〆張鶴 宮尾酒造㈱ 「〆張鶴」大吟醸生原酒 山田錦（35％） 山田錦（35％） 自社酵母 17.8 +3 1.2 0.7 非売品 1,800

8 麒　麟 下越酒造㈱ 「麒麟」大吟醸 袋取り雫酒・山田錦 山田錦（35％） 山田錦（35％） K1801 18.1 ＋4 1.2 1.1 10,500 1,800

9 麒　麟 下越酒造㈱ 「麒麟」大吟醸 袋取り雫酒・越淡麗 越淡麗（35％） 越淡麗（35％） K1801 18.2 ＋5 1.2 0.8 10,500 1,800

10 長　陵 高橋酒造㈱ 　やいち・特別純米　無濾過生原酒 五百万石（60％） 五百万石（60％） 新潟吟醸９号泡無酵母 17.0 ＋4 1.4 1.2 2,625 1,800

11 越の鶴 越銘醸㈱ 本醸造越の鶴無濾過生原酒 五百万石（60％） 五百万石他（60％） 協会７号、10号 19.4 ＋5 1.7 1.2 2,625 1,800

12 麗　人 麗人酒造㈱ 麗人甑倒し記念蔵出新酒純米吟醸 山田錦（39％） 山田錦（39％） １８号 16.0 ±0 1.4 0.8 6,510 1,800

13 若　鶴 若鶴酒造㈱ 純米吟醸苗加屋初しぼり 山田錦（55％） 山田錦（55％） Ｋ－1401 17.5 ＋2 ・ ・ 2,992 1,800

14 銀　盤 銀盤酒造㈱ 吟醸しぼりたて 山田錦（50％） 山田錦（50％） 1801号 16.0 ＋5 1.2 1.2 1,237 720

15 天狗舞 ㈱車多酒造 大吟醸生酒　中三郎 山田錦（35％） 山田錦（35％） 自家培養酵母 16.6 ＋5 1.1 1.0 10,500 1,800

16 花　垣 ㈲南部酒造場 大吟醸鑑評会出品酒 山田錦（35％） 山田錦（35％） 1801+1401 18.0 ＋3 1.2 0.7 非売品 1,800

17 三千盛 ㈱三千盛 嶺萌（れいほう） 山田錦（40％） 山田錦（40％） ＫA－1 15.3 ＋12 ・ ・ 2,500 720

18 黒　牛 ㈱名手酒造店 純米大吟醸黒牛斗瓶取り 山田錦（40％） 山田錦（40％） （非公開） 16.4 ＋4.0 1.5 1.3 非売品 1,800

19 千代むすび 千代むすび酒造㈱ 「強力」純米吟醸　袋取りしずく酒 強力（50％） 強力（50％） 9号 18～19 ＋3 1.8 ・ 3,465 1,800

20 李　白 李白酒造㈲ 純米大吟醸しぼりたて 山田錦（45％） 山田錦（45％） 協会９号系 17.4 ＋4 1.6 1.3 非売品 720



かすが会ニュースＮｏ.50 号      2011 年 7 月 24 日（日） （4） 

 

 

 

 

 

編
集
後
記
に
代
え
て 

か
す
が
会
副
会
長 

加
藤 

洋
一 

 

東
日
本
大
震
災
以
後
の
自
粛
ム
ー
ド
に
つ

い
て
思
う
こ
と 

 

３
月

１１

日
の
東

日
本
大
震
災
発
生
直

後
か
ら
、
日
本
中
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
自

粛
ム
ー
ド
が
極
端
に

広
が
り
、
花
見
会
や

宴
会
は
基
よ
り
、
旅

行
や
花
火
、
各
種
の
記
念
行
事
か
ら
結
婚

式
ま
で
中
止
や
延
期
す
る
事
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

節
電
に
よ
り
街
は
暗
く
な
り
、
飲
み
歩

く
人
は
激
減
し
飲
食
店
に
は
閑
古
鳥
、
温

泉
地
の
旅
館
は
予
約
の
取
り
消
し
が
相

次
ぎ
経
営
危
機
に
陥
る
旅
館
も
数
知
れ

ず
、
福
島
原
発
の
事
故
に
よ
る
放
射
能
拡

散
の
風
評
被
害
で
農
産
物
や
水
産
物
の

販
売
不
振
と
出
荷
停
止
処
分
。 

テ
レ
ビ
を
中
心
に
報
道
は
毎
日
の
よ

う
に
津
波
被
害
の
リ
ア
ル
な
映
像
と
福

島
原
発
の
無
残
な
姿
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
ん
な
状
況
が
続
け
ば
日
本
経
済
の

衰
退
は
目
に
見
え
て
明
ら
か
な
の
に
、
た

だ
何
と
な
く
世
の
流
れ
で
前
向
き
に
動

け
な
い
自
粛
ム
ー
ド
が
蔓
延
し
て
い
ま

す
。 こ

れ
は
「
何
事
も
目
立
た
ず
横
並
び

に
」
と
い
う
日
本
人
独
特
の
気
質
に
因
る

と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
本
当
に
こ

ん
な
事
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

そ
ん
な
中
で
東
北
地
方
の
あ
る
日
本

酒
蔵
元
か
ら
テ
レ
ビ
の
取
材
で
「
花
見
会

は
中
止
せ
ず
に
大
い
に
実
施
し
、
東
北
の

酒
を
飲
む
こ
と
で
応
援
し
て
欲
し
い
」
と

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。 

こ
れ
が
切
掛
け
に
な
っ
た
か
ど
う
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
後
の
報
道
の

姿
勢
と
し
て
東
北
の
産
品
を
積
極
的
に

消
費
し
て
応
援
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

あ
ま
り
に
も
行
過
ぎ
た
自
粛
ム
ー
ド

に
も
反
省
の
弁
が
漸
く
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
早
く
か
ら
「
自
粛
の

自
粛
」
を
説
い
て
来
た
私
個
人
の
見
方
と

し
て
は
、
も
う
少
し
早
い
時
点
で
の
転
換

が
望
ま
し
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 義

援
金
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て 

 

東
日
本
大
震
災
以
後
に
マ
ス
コ
ミ
の

批
判
対
象
に
な
っ
た
政
治
や
行
政
の
対

応
の
鈍
さ
と
は
反
対
に
、
個
人
の
行
動
と

し
て
注
目
に
値
す
る
の
が
多
く
の
人
々

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
と
、
多
額
の
義
援

金
や
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
事
で

す
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
は
あ
ら
ゆ
る

年
代
の
方
々
で
、
自
前
で
交
通
手
段
と
宿

泊
先
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
の
中
で
現
地
に
多
数
押
し
か
け
、
受
け

入
れ
側
が
対
応
し
切
れ
な
い
ほ
ど
の
状

況
も
有
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
現
象
は
１０
年
以
上
前
の
阪
神
淡

路
大
震
災
の
時
に
そ
の
萌
芽
が
見
ら
れ

た
よ
う
で
す
が
、
今
回
は
桁
違
い
に
増
加

し
た
よ
う
で
す
。 

 

２
５
０
０
億
円
に
も
な
っ
た
義
援
金

や
寄
付
金
は
、
税
の
優
遇
措
置
も
不
満
足

な
日
本
に
あ
っ
て
異
例
の
出
来
事
と
言

え
ま
し
ょ
う
。
個
人
の
力
に
よ
る
相
互
扶

助
と
支
援
の
輪
が
こ
れ
ほ
ど
見
事
に
実

現
し
た
の
は
素
晴
ら
し
い
事
で
す
。 

自
治
体
自
体
が
被
害
を
受
け
た
と
は

い
え
、
そ
の
配
分
と
被
災
者
へ
の
配
布
を

担
当
す
る
政
治
と
行
政
の
何
た
る
体
た

ら
く
、
震
災
後
３
ヶ
月
も
経
っ
て
ま
だ
１

割
強
程
度
し
か
被
災
者
に
渡
っ
て
い
な

い
現
状
を
何
と
考
え
れ
ば
良
い
の
で
し

ょ
う
か
。 

＜みんなの笑顔のために「Smiles for All」＞ 

～がんばります！東北の酒蔵～ 

出羽桜では、同じ東北の酒蔵として自分たち

が出来ることを考え、行動に移します。微力で

はありますが復興支援活動として、掲載のプロ

ジェクトを立ち上げます。 

 下を向いてばかりいられません。 

笑顔のない場所には陽は差しません。 

明日への希望を胸に、笑顔で一歩前へ踏み出し

ましょう。 

多くの皆様のご協力を宜しくお願い申し上げま

す。今日誰かと心から笑うことができる歓び。 

明日が見えにくい今こそ、笑顔をつぎつぎと。 

「日本酒で笑顔に！」 

皆様の笑顔と共にありたい。 

出羽桜の切なる願いです。 

出羽桜酒造株式会社 

代表取締役社長 

仲野 益美 


